私 は 天皇制に 就ても、 極めて 日本的な (従って 或い 

は 独創的な) 政治的 作品 を 見る ので ある。 天皇制 は 天 

皇 によって 生み だされた もので はない。 天皇 は 時に 自 

ら 陰謀 を 起した こと も ある けれども、 概して 何もして 

おらず、 その 陰謀 は 常に 成功の ためしが なく、 島流し 

となったり、 山奥へ 逃げたり、 そして 結局 常に 政治的 

理由に よって その 存立 を 認められ てきた。 社会的に 忘 

れた 時に すら 政治的に 担ぎ だされて くるので あつ て、 

その 存立の 政治的 理由 はい わば 政治家 達の 嗅覚に よる 

もので、 彼等 は 日本人の 性癖 を 洞察し、 その 性癖の 中 

に 天皇制 を 発見して いた。 それ は 天皇家に 限る もので 



はない。 代り 得る ものなら ば、 孔子 家で も 釈迦 家で も 

レ ー ニン 家で も 構わなかった。 ただ 代り 得なかった だ 

けで ある。 

すくなくとも 日本の 政治家 達 (貴族 や 武士) は 自己 

の 永遠の 隆盛 (それ は 永遠ではなかった が、 彼等 は 永 

遠 を 夢み たであろう) を 約束す る 手段と して 絶対 君主 

の 必要 を 嗅ぎつ けて いた。 平安時代の 藤 原 氏 は 天皇の 

擁立 を 自分勝手に やりながら、 自分が 天皇の 下位で あ 

るの を 疑り もしなかった し、 迷惑に も 思って いなかつ 

た。 天皇の 存在に よって 御家騒動の 処理 を やり、 弟 は 

兄 を やりこめ、 兄 は 父 を やっつける。 彼等 は 本能 的な 



蜿蜒 〔# 「蜿蜒」 は 底本で は 「蜿蜒 匕 たる 流れが まことに 

ただ 無心の 流れの 如くに 死体 を すりぬけて 行き交い、 

路上の 鮮血 に も 気づ く 者 すら 居らず、 たまさか 気づ く 

者が あっても、 捨てられた 紙屑 を 見る ほどの 関心し か 

示さない。 米 人達 は 終戦 直後の 日本人 は 虚脱し 放心し 

ている と 言った が、 爆撃 直後の 罹災者 達の 行進 は 虚脱 

や 放心と 種類の 違 つ た 驚く ベ き 充満と 重量 を もつ 無心 

であり、 素直な 運命の 子供であった。 笑って いるの は 

常に 十五 六、 十六 七の 娘 達であった。 彼女 達の 笑顔 は 

さわ 

爽やかだった。 焼 跡 を ほじく りかえ して 焼けた バケツ 

へ 掘り だした 瀬戸物 を 入れて いたり、 わずかば かりの 



ず、 と 規約 を 制定して みても 人間の 転落 は 防ぎ 得ず、 

よしんば 処女 を 刺し殺して その 純潔 を 保た しめる こと 

に 成功しても、 堕落の 平凡な 跫音、 ただ 打ちよ せる 波 

のよう な その 当然な 跫 音に 気づ くと き、 人為の 卑小 さ 

人為に よ つ て 保ち 得た 処女の 純潔の 卑小 さな ど は 泡沫 

の 如き 虚し い 幻像に すぎな い T J と を 見出さずに いられ 

ない。 

特攻隊の 勇士 はた だ 幻影で あるに すぎず、 人間の 歴 

史は 闇屋と なると ころから 始まる ので はない のか。 未 

亡 人が 使徒た る こと も 幻影に すぎず、 新たな 面影 を 宿 

すと ころから 人間の 歴史が 始まる ので はない のか。 そ 
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